
高丘小中一貫教育校 統括校長の明石市立高丘中学校長 米村 貴之と申します。 

このたび「高丘小中一貫教育校だより」を発行することにいたしました。最初に統括校長としてご挨

拶申し上げます。 

 高丘小中一貫教育校は令和３年度に明石市最初の小中一貫教育校として開校し、今年度で５年目を

迎えます。小学校１年生から中学校３年生まで「３０人程度学級」とし、「外国語教育」や「環境教育」に力

を入れるとともに、「明石北高等学校との連携」など特色ある教育活動を組み込んでいます。また、そ

の特色ある教育を市内すべての児童生徒が受けることができるよう「通学区域特認校制度」によって

明石市内全域から通えるようにしています。 

 そのような形でスタートした高丘小中一貫教育校ですが、アンケートなどでは児童生徒や保護者の

みなさんから「他の学校との違いがよくわからない」というご意見をいただいています。地域の会で

も同様のご意見をお聞きすることもございました。 

 ５年目を迎え、高丘小中一貫教育校としてさらに取組を進めていくためにも、これからこの「高丘小

中一貫教育校だより」を活用して情報発信を行い、児童生徒はもちろん、保護者・地域の皆様にもわか

りやすい教育活動を推進してまいります。今後も明石市教育委員会事務局と連携を図りながら、さら

に充実した小中一貫教育に取り組んでまいりますので、何卒ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いい

たします。 

 

 

 

 

 

                                         

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

高丘小中一貫教育校 統括校長   

米村 貴之  （明石市立高丘中学校長）  

                                          

【高丘小中一貫教育の活動紹介】 

        

 

 
2025年(令和7年) 第1号 

 

高丘中HP 高丘西小HP 

 

高丘東小HP 

 

高丘小中一貫教育校の取組 

5 月 14 日 高丘中・高丘西

小・高丘東小の教員が集まり、

年度開きの会を行いました。 

 

http://scwww.edi.akashi.hyogo.jp/~jr_tkok/
http://scwww.edi.akashi.hyogo.jp/~el_tkok/
http://scwww.edi.akashi.hyogo.jp/~el_tkoe/


 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各校ホームページ（HP）にも掲載しています。 HPで他の活動もぜひごらんください。 

 

【明石市教育委員会より】 

高丘小中一貫教育校の力 No.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明石市教育委員会事務局 学校教育課 学校指導係  

                                              主任指導主事 本所 克寿  

高丘小中一貫教育校では、高丘中

学校の家庭科教員が、高丘西小、高丘

東小６年生の家庭科授業を行ってい

ます。調理実習や裁縫の授業などを

中心に、学期に一単元実施します。６

年生が、中学校教員と授業をとおし

てふれ合うことで、中学校入学後の

中１ギャップの解消につながると考

えられます。また、中学校において

も、新入生についての理解が深まり、

円滑な受け入れができています。 

高丘小中一貫教育校では、上記の取組以外にも、１年生から６年生まで、外国語専科教員と 

ALＴによる外国語授業、明石北高校との連携事業、高丘西小・東小との交流学習、３校合同 Zoo

ｍ交流会など、多くの特色ある取組を行っています。次号以降でも紹介していきます。明石市唯

一の小中一貫教育校について、少しでも多くの方に知っていただけますと幸いです。 

明石市教育委員会学校教育課の本所 克寿と申します。高丘小中一貫教育校は、校舎がそれぞれに

存在する、「併設型（へいせつがた）」の小中一貫教育校です。互いの校舎が離れているため、校舎間の

行き来には時間がかかりますし、子どもたちの交流も日常的に行うことには難しさがあります。しか

し、その物理的な距離を可能な限り縮め、できる限り小中一貫教育校「らしさ」を出すために、教職員

が工夫を凝らしてきました。今回の「高丘小中一貫教育校だより 第 1号」にも掲載していますが、中学

校教員が小学校で授業を行う取組は、本校の特徴の一つです。小学校の児童がより高い教科の専門性

にふれることは、大きなメリットですが、加えて小学校の児童が高丘中学校に入学したときに、「小学

校の時に教えてもらった先生がいる」ことは、中学校に入学したての子どもたちにとって、大きな安心

感につながります。それは、なかなか目には見えにくい効果ですが、子どもたちの大きな心の支えに

なると考えています。２つの小学校、１つの中学校から構成されている高丘小中一貫教育校ですが、子

どもたちにとっては３校まとめて「高丘の先生」という見方になるとよいなと思っています。 

 

 

 

 

その詳細については今後、この「高丘小中一貫教育校だより」を通して紹介をしていきますが、 

 

 

高丘西小 

高丘東小 

小中一貫教育校の教員が一堂に会し、９年間の指導に取り組む集団としての自覚を高めます。

また、ファミリー(教科部会)の理念とテーマを理解し、９年間のカリキュラム意識を高めたうえ

で、各ファミリーにおいて、今年度の研究方法を決定し、研究を開始していきます。 

全体会の後、各ファミリーに分かれ、今年度の活動を開始しました。ファミリーは、９年間の学

習過程におけるゴールとなる中学校の教科に合わせ、「国語」「社会」「算数・数学」「理科」「音楽」

「図工・美術・技術・家庭」「保健体育」「英語」「自立活動」の９つで形成しています。 


